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1　は　じ　め　に

最近，リンゴ園においても有機質を含んだ肥料の使用が

増加し，青森県のリンゴ農家では調査した9割以上で使用

しているという報告もある1）。

有機質肥料は一般に緩効性で．難分解性の有機物を多く

含むため化学肥料に比べて施肥効率が劣る。しかし，有機

質肥料と化学肥料の違いはそれだけではなく，土壌微生物

相に対する影響も異なると考えられる。有機質肥料を施用

した土壌の微生物相を調査した事例はみられるが果樹，特

にリンゴ園での調査事例はほとんどない。そこで．有機質

肥料を数年適用した2ヶ所のリンゴ閲について，土壌微生

物相を化学肥料施用の場合と比較した。

2　試　験　方　法

りんご試験場内のlふじ’／M．26及び大鰐町居士の‘ふ

じ／マルバを栽植している園地を供試した。有機質肥料

区では市販の有機質肥料（ナタネ油粕40‰骨粉20％，魚

柏40％）と硫酸カリ，化学肥料区では尿素，過リン酸石灰

及び硫酸カリを用い，りんご試ではN，P205，K20とし

て10a当たり15，10．9，10kg，居士が10，7．3，7kg施用し

た。施肥処理はりんご試では1990年，居士では1989年から

毎年4月中に全量を元肥として行った。土壌はりんご試で

は表層30～40皿まで果ポク土，下層は浮石を含んだ砂礫土

であり，居士では盛土をした水田転換園（埴質沖積土）で，

表層20～30皿のところに礫が多かった。また，地表面管理

はりんご試では樹冠下晴耕の部分草生，居士では全面草生

である。

りんご試では1993年に4月から9月まで毎月1回，居士

では1994年に5月，6月及び9月の3回，樹冠下部分の深

さ10cmまでの土壌を採取し，希釈平板法により微生物数を

計数した。また，1994年にはりんご試．居土とも5月及び

6月の2回，樹冠下10皿までの土壌を採取し，希釈平板法

により糸状菌数を計数し，形成されたコロニーを属の段階

まで同定した。

なお，培地として糸状菌ではマーチン，細菌及び放線菌

では酵母エキスを含んだェッグアルブミンを用いた。

糸状菌の多様性をMacArthurの指数2）で表した。

MacArthurの指数　H＝r∑P．expPL

ここでP㍉＝Pl，P2，P3，・・・P爪，戸．はそれぞれの菌数の

すべての菌数に対する割合。

3　就験結果及び考察

（1）土壌微生物相の推移

有機質肥料区の糸状菌及び細菌数は，りんご式では施肥

後の5月から7月まで化学肥料区より高かったが，その後

は低下し，化学肥料区との差は明らかでなくなった。また，

居士では有機質肥料区の5月の細菌数は多かったが，6月
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図2　土壌微生物相の推移（大鰐町居士，1994年）

には低下し，化学肥料区との差はなくなった。しかし，9

月には再び増加した。糸状菌数は有機質肥料区が9月に高

かった以外は明らかな差はなかった。放線菌数はりんご試，

居士とも両区の相違は明らかでなかった（図1，2）。

このように，有機質肥料は土壌微生物のうち細菌と糸状

菌の数を一時的に増加させたが，放線菌数にはあまり影響

を与えなかった。しかし，これは使用する有機質肥料の原

料によって変化することも考えられる3）。

（2）糸状菌の多様性

糸状菌の同定を行った結果，5月におけるりんご試の有

機質肥料区ではPe几gcggJgUmが全体の50％，次いで

Aspe／宮上〟比S及びCJαdo叩Or∠Umが25％ずつ，居士では
〟比COrが82．2％で優占していた。6月になると両試験区

ともこれらの菌は急激に減少し，Pg几gcgJJ山m以外はみら

れなくなった。しかし，5月にはみられなかった多くの菌

が出現し，多様性は増した。一万，5月における化学肥料

区ではりんご式でPeJlfcよJJiumが，居士でPeJlicよJJg比m

及びrrgc／乙Odermαが比較的優占し，多様性はこの時期の
有機質肥料区に比べて高かった。6月にはこれらの属は減

少したが，有機質肥料区と同じように他の菌が出現して多

様性は増した。以上から，有機質肥料区における糸状菌の

属構成は施肥1ケ月程度までは単純化しており，有機物の
投入により易分解性の有機物をェサとする腐生的な菌が一・

時的に急激に増加し，すぐに消滅したものと思われる。6

月になると属の構成が変化し，多様性も増し，化学肥料区

と同程度ないし，やや高い傾向となった（表1）。

4　ま　と　め

有機質肥料を運用したリンゴ園土壌では化学肥料連用に

比べ，一時的に細菌及び糸状菌数が多くなる傾向があった

が，放線菌数には明らかな違いはみられなかった。

また，有機質肥料連用土壌の糸状菌は施肥後1ケ月程度

では属の種類は限られ単純化していたが，2ケ月程度経過

すると種類は増え多様性が増した。一方，化学肥料区は施

肥後1ケ月では有機質肥料区より多様性は高かったが，2

ケ月になると多様性はやや増加したものの有機質肥料区と

同程度かやや低い値であった。
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表1肥料処理と分離された糸状菌の割合及び多様性
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